

























本取り組みは、中学校新学習指導要領（平成 29 年改訂）「Ｈ体育倫理」の「第 3学年」の項に示されて
いる「（1）文化としてのスポーツの意義」3）を、身体活動や体験活動を通じて学ぶ機会にもなると考えた。
「とうがく競技祭」は、本学の学部行事日を利用して行われており、スポーツ健康科学部の 1年生全員
（2016 年度は 276 人）が選手として参加した。また、上級生が実行委員として企画・運営を行うことから、
1年生と実行委員を教育対象に据えたオリパラ教育と位置づけている。大学生を対象としたオリパラ教
育の実践例が少ない中で、スポーツイベントを活用した学部規模でのオリパラ教育の実施は、国内には



































　　日　時：2016 年 11 月 15 日（火）9時集合、9時 30 分開会
　　場　所：東海学園大学三好キャンパス　第 1グランドおよび体育館
　　参加者： 1年生：276 人（選手）















昨年度（競技祭 2015）からの変更点は次の 2点である。 1）団別リレーにおいて男女別に設定して
いた走行区間を撤廃し、各チームの戦略に任せるようにしたこと、2）綱引きをプログラムから除外し、
パラ体験を 1種目から 2種目に増やしたことである。これに伴い、実施方法やその内容にも一部変更を





の枠組みを超えたリレーの楽しみ方を経験できるようにした。1チーム 18 人（男子 10 人、女子 8人）
で構成し、走順はチーム内で決定する。走行距離は 1人 100 ｍとし、17 走・18 走者のみ 200 ｍで走者
は男子に限定した。最後の 2区間のみ走者を男子に限定した点については賛否両論あり、実行委員の学
生間でも議論になった。





とたくさん体験したかった」という意見が複数あげられた 6）。このことから、競技祭 2016 では過去 2
回の競技祭で実施していた綱引きを止め、パラ体験に重きを置いたプログラムに変更した。
実施したパラリンピック種目は、昨年と同様のシッティングバレー、ブラインド走、ホイルチェア体































































































表 2に競技祭後に行った調査の単純集計結果（平均値±標準偏差）を示した。Q 2 - 1 から Q 2 - 9 が
競技祭運営を経験した感想を問う設問、Q 3 - 1 から Q 3 - 9 がオリパラへの興味・関心を問う設問である。
各設問項目の平均値はQ 2 - 3「競技祭運営をして友人が増えた（4.97 ± 1.40）」を除いては、5.00 以上
を示した。以下ではQ 2およびQ 3の設問内容分けて結果をみてくことにする。
1）競技祭運営を経験した感想について（Q 2 - 1 からQ 2 - 9）
競技祭運営を経験した感想を問う設問の平均値をみると「団ごとに五輪色のTシャツを着る試みは
良かった（6.17 ± 1.13）」、「競技祭運営は楽しかった（6.09 ± 1.11）」、「パラリンピック種目を実施する
試みは良かった（6.06 ± 1.04）」の 3項目で平均値が 6.00 を超えた。表 2の通り、その他の項目も全体
として高い平均値を示したことから、実行委員学生たちは、自らの準備した企画に対して概ね満足のい
く運営ができたと評価していることが分かる。また、「後輩にも競技祭運営をぜひ体験して欲しい（5.97









2）オリンピック・パラリンピックへの興味・関心について（Q 3 - 1 からQ 3 - 9）
オリパラへの興味・関心を問う設問についてみると、平均値の高い順に「パラリンピック種目の企画・
運営を通して障がい者スポーツへの興味・関心が高まった（6.00 ± 1.11）」、「パラリンピックへの興味・





± 1.13）」、「オリンピック教育に関心が持てた（5.59 ± 1.26）」、「オリンピズムへの興味・関心が高まっ
た（5.47 ± 1.29）」については、障がい者スポーツやパラリンピックへの興味・関心、競技ルールの理
解に比べ低い値となった。オリンピズムやオリンピック教育への理解が他の項目に比べ低い値を示すと








表 3に示すように、回答内容は、 1）イベントを企画・運営することの難しさが分かった［18］、 2）

























































































5 ） 競技祭 2014 検証結果は，日本スポーツ教育学会第 35 回記念国際大会（2015 年 9 月 19-20 日，於
日本体育大学世田谷キャンパス），競技祭 2015 については日本スポーツ教育学会第 36 回大会（2016
年 10 月 23-24 日，於和歌山大学）にて報告している．
6） 木村華織・黒須雅弘（2016）「とうがく競技祭 2015」実践報告̶パラリンピックを導入した取り組
み̶東海学園大学教育研究紀要第 2号スポーツ健康科学部，pp.63-71．
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